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中間期及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成18年5月22日の第35期決算発表時に公表いたしました中間期及び通期業績予想を

以下のとおり修正したのでお知らせいたします。 

 

１．中間業績予想の修正 

 
（１）平成１９年３月期中間連結業績予想の修正（平成18年4月1日～平成18年9月30日） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 2,200 25 △10 

今回修正予想（Ｂ） 2,086 49 6 

増減額（Ｂ－Ａ） △114 24 16 

増減率（％） △5.2 96.0 -  

（ご参考） 

前中間期実績（平成 17 年 9 月期） 
2,062 46 94 

（金額の単位：百万円） 

  

（２）平成１９年３月期中間単独業績予想の修正(平成18年4月1日～平成18年9月30日） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 1,900 80 15 

今回修正予想（Ｂ） 1,765 48 23 

増減額（Ｂ－Ａ） △135 △32 8 

増減率（％） △7.1 △40.0 53.3 

（ご参考） 

前中間期実績（平成 17 年 9 月期） 
1,806 63 58 

（金額の単位：百万円）    

   

（３）中間業績予想の修正理由 

 ① 連結業績予想の修正 
  売上高は、単独の減少により予想を下回る見込みです。 

経常利益は、子会社の新規事業の立ち上げが遅れ気味のため経費の発生が下期にずれ込み予想を上回る見込みです。 
    当期純利益は、単独と同様の理由で予想を上回る見込みです。 



   
② 単独業績予想の修正 
売上高は、ソフトウェア受託開発の売上計上時期が下期に集中したため予想を下回る見込みです。 
経常利益は、売り上げの減少及び外注費の増加などにより原価率が上昇し予想を下回る見込みです。 
当期純利益は、社員数の増加による退職給付債務の原則法への移行に伴う特別損失 50 百万円を見込んでおりまし

たが、社員数が3百名を超えないため、計上時期を来期以降に繰り延べました。その結果、利益は予想を若干上回

る見込みです。 
  

 

２．通期業績予想の修正 

 

（１）平成１９年３月期連結業績予想の修正（平成18年4月1日～平成19年3月31日） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 4,700 200 95 

今回修正予想（Ｂ） 4,550 150 45 

増減額（Ｂ－Ａ） △150 △50 △50 

増減率（％） △3.2 △25.0 △52.6  

（ご参考） 

前期実績（平成 18 年 3 月期） 
4,258 121 180 

（金額の単位：百万円） 

  

（２）平成１９年３月期単独業績予想の修正(平成18年4月1日～平成19年3月31日） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 3,950 210 90 

今回修正予想（Ｂ） 3,850 180 95 

増減額（Ｂ－Ａ） △100 △30 5 

増減率（％） △2.5 △14.3 5.6 

（ご参考） 

前期実績（平成 18 年 3 月期） 
3,762 149 148 

（金額の単位：百万円）    

 

（３）通期業績予想の修正の理由 

  中間期の業績予想の修正に伴い、通期連結及び単独業績予想の修正を行います。 

 

 （業績予想に関する留意事項） 

 本資料に記載しております業績に関する予想数値は、当社が現時点で入手可能な情報による判断及び仮定に基づくもので

あり、実際の業績は当該予想と異なる場合がありますので予めご了解ください。 

 

以  上 
 


